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えたまま、ゆっくりとイトカワに近づく。そして、合
あいず

図と同時にミ

ネルバちゃんを切
き

り離
はな

した。ミネルバちゃんは長い眠
ねむ

りから覚
さ

め、

ぼくの太陽電池の写真を撮
と

ってくれたんだよ。だけど、残
ざんねん

念ながら、

ミネルバちゃんからのイトカワに着い

たという報
ほうこく

告はなかった。ミネルバち

ゃんは、今もイトカワと一
いっしょ

緒に太陽の

まわりを回っているんだろうなぁ。

ターゲットマーカ そして 一回目の着陸
　2005 年 11 月 20 日。イトカワと一緒に太陽のまわりを回っ

ているうちに、だんだんとイトカワの様
ようす

子がわかってきた。いよ

いよイトカワ表面の岩を取りに行く。地球に落ちてきた隕
いんせき

石と、

望
ぼうえんきょう

遠 鏡で観
かんそく

測した小惑星とを結
むす

ぶ鍵
かぎ

であるイトカワのかけら。こ

れを地球に持って帰
かえ

ることがぼくの使
しめい

命の一つなのだ。

　岩
いわ

だらけのイトカワに近づいていくのは、とても危
きけん

険だ。なぜな

ら、ぼくは、太陽から離
はな

れた所でも動
うご

けるように、大きな太陽電池

パネルを広げている。そして、遠くまで旅をするために、できるだ

け軽く作られている。だから、岩
いわ

にぶつかると壊
こわ

れてしまうかもし

れないんだ。そこで、ぼくはレーザーを

使って地
じめん

面からの距
きょり

離を測ったり、太陽

電池パネルの下に岩
いわ

がないかを確
たし

かめた

りしながら、慎
しんちょう

重に近づくんだ。

　ぼくの送った写真を見て、地球にいる

科学者たちが選
えら

んだ場所は、「ミューゼス
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の海＊ 12」と呼
よ

ばれるイトカワの中では比
ひかくてき

較的

平
たい

らな部分だ。直径 40m ほどしかないその場

所に、ぼくはゆっくりと降
お

りていく。地球にい

る科学者たちも、刻一刻と変わるデータを、じ

っと見守っている。

　イトカワまでの距離が 100 ｍになったとき、地上からの信号が

来た。「Go」だ。あとは、自分で判断しながら降りて行くんだ。な

ぜなら、地球にいる科学者たちに問い合わせていると、その答えが

返ってくるまでに 30 分以上もかかってしまうからだ。とても待っ

てはいられないよ。

　イトカワから 40m の距離まで来たところで、88 万人のみんな

の署
しょめい

名と想
おも

いの詰
つ

まったターゲットマーカを放
ほうしゅつ

出した。虚
こくう

空の中を

緩
ゆる

やかに降
こうか

下してゆくターゲットマーカ。その影
かげ

と、ぼくの影だけ

がイトカワの表面にくっきりと浮
う

かび上がっていた。それに導かれ

るように、ぼくは、イトカワに近づいていく。

　あと 17 ｍだ。ちょっと立ち

止まって、アンテナを切り替え

てから、太陽電池パネルをイト

カワ表
ひょうめん

面と平
へいこう

行にするために、

ちょっとだけ向きを変えた。も

う一度、、慎
しんちょう

重に降
こうか

下をする。

その時、太陽電池パネルの下に

＊ 12）正
せいしきめいしょう

式名称は MUSES-C Regio（ミューゼスシー領
りょういき

域）なんだ。



15

何かがあるのを感じたんだ。いったんは戻
もど

ろうかと思ったんだけど、

横に動いてから降
お

りた。そのほうが安全だと考えたんだ。やがてぼ

くは、イトカワ表面で 2 回ほど跳
は

ね返
かえ

ってから、横たわって着
ちゃくりく

陸

した。

　何とかして立ち上がろうとしたけど、どうもうまくいかない。

本
ほんもの

物のイトカワは、ぼくらが前から想
そうぞう

像していたものとは、あまり

にも大きく違
ちが

っていたのだ。こっちに来てからぼくが地球に送った、

本
ほんもの

物のイトカワのデータを見た科学者達は、予定表を書きなおして

は送ってくれている。だけど、それでも間に合わないほど、「知ら

なかったこと」に満
み

ちあふれている場
ばしょ

所に、ぼくは今、来ているん

だ。ここにはたくさんの危
きけん

険な岩があるし、熱
あつ

い。さすがにもうイ

トカワから離
はな

れなければいけない。そうぼくが思ったとき、地球か

らも離
りりく

陸するように連
れんらく

絡が来た。残
ざんねん

念に思ったが、ぼくはイトカワ

から飛び立った。

　2005年11月21日。

ふと気がついてみると、

ぼくはイトカワから遙
はる

か遠くに来ていた。そ

して、地球にいる科学

者たちから、もう一度

イトカワに近づくよう

にとの連絡を受けた。

ぼくだってもう一度挑
ちょうせん

戦して、今度こそはイトカワの岩のかけら

を手に入れたい。
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岩のかけらの拾
ひ ろ

い方

　この辺
へん

で、岩のかけらを採
さいしゅ

取する方法を紹
しょうかい

介しよう。

　ぼくがここに来るまでは、イトカワの表面がどんな様子なのか

を、誰
だれ

も知らなかった。砂
すな

に覆
おお

われているのか、石ころが転
ころ

がって

いるのか、それとも大きな一
いちまいいわ

枚岩なのか。だから、イトカワの表面

がどんな状
じょうたい

態でも、岩のかけらを取ってこられるように、いろいろ

と考
かんが

えて実
じっけん

験を重
かさ

ねてくれたそうだ。

　重
じゅうりょく

力の小さな小惑星上で、どうやって岩のかけらを拾
ひろ

うのか。

地球上や月
げつめんじょう

面上でやるように、シャベルをつっこむ、という訳
わけ

に

はいかない。そんなことをしたらぼくの方が反
はんどう

動で吹
ふ

っ飛
と

ばされて

しまうからね。小惑星の小さな重力では、シャベルをつっこもうと

するぼくを地
ちじょう

上に引き留
と

めることはできないのだ。

　そこで思い出したのが、水に石を投
な

げ込
こ

んだときの水しぶきだ。

あれと同じように、イトカワの表面にものすごい速
はや

さで金
きんぞく

属のかた

まりをぶつけて、飛
と

び出し

てくる『岩しぶき』を、先

の拡
ひろ

がった筒
つつ

を使って集め

て、ぼくの内ポケットに詰
つ

める。イトカワの重力は小

さいから、飛び出した岩し

ぶきの多くは、イトカワに

取
と

り返
かえ

されることなく、ぼ

くの内ポケットまで入って
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来るんだ。

二回目の挑
ちょうせん

戦
　2005 年 11 月 25 日、ぼくは再

ふたた

びイトカワ表面を目
め ざ

指す。前回

は慎
しんちょう

重になりすぎたので、今度はもっと積
せっきょくてき

極的に岩のかけらを拾
ひろ

おうと思う。目
め ざ

指す地点は、前回と同じミューゼスの海だ。少しず

つ、少しずつ近づいていくと、なんと、88 万人のみんなの署
しょめい

名の

載
の

ったターゲットマーカが見えてきた。また見
みまも

守ってくれるんだね。

今度も、ぼくは導
みちび

かれるようにイトカワの表面をめざした。ゆっく

りと、そして石を拾
ひろ

おうという強
つよ

い意
い し

志を持って。

　2005 年 11 月 26 日午前 7 時 7 分、ぼくはイトカワの表面に

降
お

り立ち、予
よていどお

定通りに動いてから飛
と

び立った。とても緊
きんちょう

張していた

から、金
きんぞく

属のかたまりを上
じょうず

手にぶつけて、イトカワのかけらを採
と

れ

たかどうかについては、余
あま

りよく覚
おぼ

えていない。
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トラブル発
は っ せ い

生

　2005 年 11 月 26 日午前 11 時、地上の人たちの言うとおりに、

化
かがくすいしん

学推進エンジンを使ってスピードを下げた。続いて、向きを調
ちょうせつ

節

しようとしたときに、ぼくは気
き

を失
うしな

った。後
あと

で聞いたところによる

と、化学推進用の推
すいしんざい

進剤が漏
も

れたらしい。これが、思ってもいなか

った方向に吹
ふ

き出したせいで、ぼくは変
へん

な方向を向いてしまった。

そして、太
たいようでんち

陽電池パネルに十分な光があたらなくなって、電気も

急
きゅう

に足
た

りなくなった。さらに、ぼくの体に付いた推
すいしんざい

進剤がどんどん

蒸
じょうはつ

発  ＊ 13 して、体
たい

温
おん

も大
おおはば

幅に下がった。

　2005 年 11 月 29 日、気がついてみると、ぼくは太陽電池を

太陽に向けたまま、ぐるぐると回っていた。これならば、比
ひかくてき

較的

安
あんぜん

全に地球の科学者たちの指
し じ

示を待
ま

つことができる。

　2005年12月2日。化
かがくすいしん

学推進エンジンを動かそうとしてみる。が、

力がでない。困
こま

った。

　2005 年 12 月 4 日、地上の科学者から、

キセノンガスをそのまま吹
ふ

いてみろ、と

いわれた。キセノンガスはイオンエンジ

ンに使われているものだ。それを、イオ

ンにしないでそのまま吹くなんて、思い

＊ 13） 「ぬれたままだと風
か

邪
ぜ

をひくよ」ってよく言われるけど、あれは、服
ふく

や体
からだ

に

ついた水が蒸
じょうはつ

発するときに、熱
ねつ

を奪
うば

うから、体
からだ

が冷
ひ

えて、寒
さむ

くなるよってことな

んだ。ぼくのまわりは真
しんくう

空だから、ぼくの体
からだ

についた推
すいしんざい

進剤はどんどん蒸
じょうはつ

発して

しまった。
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も寄
よ

らない指
し じ

示だった。けど、とりあえずやってみると、徐
じょじょ

々に向

きが変わって、地球にいる科学者たちと連
れんらく

絡が取りやすくなった。

　2005 年 12 月 8 日、臼
うすだ

田宇
うちゅうくうかんかんそくじょ

宙 空 間 観 測 所 ＊ 14 との通
つうしん

信中に

またもや気を失う。体の中に残
のこ

っていた推進剤が、また思ってもい

なかった方向に吹き出してしまったらしい。太陽電池パネルも太陽

の方向から大きくはずれてしまい、力がでない。地球の方向も見
みうしな

失

ってしまった。後はただ、ぐるぐる回りながら、臼田からの声が聞

こえるのを待つしかない。地球にいる科学者たちも、きっとぼくを

捜
さが

していてくれるよ。それまで何とかして持ちこたえなきゃ。ぼく

は自分に言い聞かせながら、「ここにいるよ」と電
でんぱ

波を出し続けた。

　地球からも、みんなが必
ひっし

死になって、ぼくを捜
さが

していてくれたそ

うだ。毎日毎日、ぼくの居
い

そうな方向にアンテナを向け、いろいろ

条
じょうけん

件 を変
か

えながら、ずっと、ずっと、捜
さが

していてくれたそうだ。

何とかしてぼくを見つけようと、新しいプログラムを書いたり、新

＊ 14）うすださん : 長野県臼田にある、直径 64 ｍの遠くまで電波を飛ばせるパラ

ボラアンテナ。いつもぼくを見守ってくれている。
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しい装
そうち

置を作ったりしてくれていたらしい。一週間が過
す

ぎ、一ヶ月

が過ぎても、返
へんじ

事の来ない宇
うちゅう

宙に向かって、ずっと、ずっと呼
よ

びか

けてくれていたそうだ。果てしないノイズの波の向こうに、救いを

求めるぼくの手が、今日こそは見つからないかと、臼田での受信状

況をビデオに録画しては、何度も確認してくれていたそうだ。

つながった！
　2006 年 1 月 26 日、地球からの呼びかけが、かすかに聞こえた。

20 秒
びょう

ほど聞こえて、その後 30 秒ほどは何も聞こえない事から考

えて、ぼくは地球とはかなりずれた方向を軸
じく

にして、回っているよ

うだ。でも、そのわずか 20 秒の間に、ちゃんと連
れんらくじこう

絡事項が書いて

ある。ぼくは必
ひっし

死になってその質
しつもん

問に答えた。後でわかったことだ

が、地球にいる科学者たちは、1 月 23 日にぼくが 50 秒周
しゅうき

期で回

っているのを見つけてくれたらしい。そして、20 秒の間で連絡を

つける方法を、

考 え 出 し て く

れたそうだ。

　 地 球 と の 連

絡 が 取 れ る よ

う に な っ て 本

当によかった。

ぼ く を 捜
さが

し て

く れ た 科 学 者

のみんな、そし
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て、ぼくを心配してくれたもっ

とたくさんのみんな、本当にあ

りがとう。

　2006 年 3 月 1 日、久しぶり

に地球からの距
きょり

離を測
はか

ってもら

えるまでに回
かいふく

復した。科学者た

ちに教
おし

えてもらって、少しずつ、

少しずつ、キセノンガスを吹
ふ

い

て、アンテナを地球に向けられ

るようにしたんだ。

　2006 年 6 月 1 日、連
れんらく

絡が取れるようになったおかげで、だん

だんと今の状
じょうきょう

況がわかってきた。地球にいる科学者たちに体
たいちょう

調を

詳
くわ

しく報
ほうこく

告したり、教えられたとおりに、ヒーターをつけて暖
あたた

めて

みたり、イオンエンジンをつけてみたりしたんだ。今までに、向き

を安
あんてい

定させるための弾
はず

み車が 2 台故
こしょう

障し、化
かがくすいしん

学推進エンジンのた

めの推
すいしんざい

進剤もなくなってしまっている。たくさん積
つ

んできた電
でんち

池も、

いくつかだめになってしまっているらしい。しかも、ぼくが気を失

っている間に、2007 年に地球に帰る軌
きどう

道に乗
の

り遅
おく

れ ＊ 15 てしま

ったらしいのだ。かなり大
たいへん

変なことになってしまっている。

　でも、ぼくはまだ生きているし、地球と連絡も取れる。太陽電池

も、イオンエンジンも、キセノンガスもある。もしかしたら、少し

＊ 15） イトカワと地
ちきゅう

球では太
たいよう

陽のまわりを回
まわ

るのにかかる時
じかん

間がちがう。だから、

ぼくが地
ちきゅう

球に帰
かえ

るには、地
ちきゅう

球とイトカワがちょうどよい位
い ち

置になるタイミングが

重
じゅうよう

要なんだ。チャンスは 3 年に一回しかない。



22

は岩のかけらを拾
ひろ

えているかもしれないって、言ってくれた人もい

るよ。正
せいかく

確なところは地球に帰
かえ

ってからでないとわからないそうだ

けど。科学者たちは 2010 年に地球に帰る軌
きどう

道も計算してくれて

いる。簡
かんたん

単な事ではないらしい。でも、ぼくはきっと帰ってみせる。

帰
き か ん

還への準
じ ゅ ん び

備
　まず、ちょっと速

はや

めに回り

ながら、ヒーターをつけて、

残
のこ

っている推
すいしんざい

進剤を乾
かわ

かした。

推進剤が少々吹き出しても、

ぐるぐる回っていれば、ぼく

の向きは変わりにくいからね。

今は、太陽から遠い所にいる

から、体を十分に暖
あたた

めることは出来なかったけど、しばらくの間は

これで大
だいじょうぶ

丈夫。

　2006 年 6 月、太陽光の 圧
あつりょく

力 ＊ 16 を味
みかた

方につけた。今までは、

ぼくの向きを勝
かって

手に変える邪
じゃまもの

魔者だとばかり思っていたけど、太陽

光の圧力を考えに入れて向きを調
ちょうせつ

節すれば、キセノンガスを節
せつやく

約で

きるそうだ。

　2006 年 7 月から 9 月にかけて、電池を充
じゅうでん

電した。壊
こわ

れた電池＊ 17 

には本当は充電したくないんだけど、切
き

り離
はな

せないから仕
しかた

方がない。

＊ 16）地球の重
じゅうりょく

力や空
くうきていこう

気抵抗と較べてあまりにも小さいため、地球にいる人たち

は実
じっかん

感できないけど、真
しんくうちゅう

空中で大きな太陽電池パネルを広げているぼくには、重
じゅうよう

要

な力なんだ。
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ぼくは意を決して、壊れた 4 個の電池のようすをじっと見ながら、

地球と連絡が取れる間だけ、慎
しんちょう

重に、慎重に、少しずつ、少しずつ、

充電したんだ。

　2006 年 12 月中ごろ、また太陽に近づいてきたので、また、ち

ょっと速
はや

めに回りながら、ヒーターをつけて、推進剤を乾かした。

せっかく採
と

ってきたイトカワのかけらに推進剤が付
つ

いたら嫌
いや

だから

ね。かけらの入った入れ物をリエントリーカプセルに運
はこ

ぶ通
つうろ

路も、

念
ねんい

入りに暖
あたた

めた。

　2007 年 1 月 17 日、いよいよ、イトカワのかけらが入っている

かもしれない入れ物をリエントリーカプセルに運ぶ。ぼくは、夏の

間に充電した電池を使ってこの仕
し か

掛けを動かした。やりなおしので

きない、一
いっぱつしょうぶ

発勝負だ。地上の科学者と一
いっしょ

緒に確
かくにん

認をしながら、一つ

一つ、動かしていく。最
さいご

後に蓋
ふた

を閉
し

めると、カプセルの温
おんど

度がちょ

っとだけ下がった。成
せいこう

功だ。

　2007 年 2 月 22 日、久しぶりにイオンエンジンをつけた。調
ちょうし

子

は上
じょうじょう

々だ。イオンエンジンを乗
の

せている台
だい

をちょっと傾
かたむ

けながら

吹
ふ

くと少しだけ向きが変わる。これからは、この方法を、今までよ

りももっと計
けいかくてき

画的に使うことにする。

　そろそろ回るのをやめる時
じ き

期が来た。地球に帰るためには、狙
ねら

っ

た方向に向けて、イオンエンジンを吹
ふ

きつづけなくてはいけないか

らね。これからしばらくは、イオンエンジンをつかって、ぼくの回

＊ 17） こわれた電
でんち

池、液
えきも

漏れのある電
でんち

池を充
じゅうでん

電すると、爆
ばくはつ

発することもあるので、

みんなは絶
ぜったい

対にまねをしないでね。
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転を止める。ゆっくりとゆ

っくりと。慎
しんちょう

重にね。

　2007 年 4 月 20 日、 イ

オンエンジンのうちの 1 台

の調
ちょうし

子が良
よ

くない。地球に

いる科学者たちは、イオン

エンジン 1 台でも地球に帰

れる予
よていひょう

定表を作ってくれた。

地球への道
　2007 年 4 月 25 日、ぼくはイトカワでの想

おも

い出を胸
むね

に、地球に

向かって旅
たびだ

立つ。この不
ふ し ぎ

思議な形をした小惑星も見
みおさ

納めか。と思う

とちょっと名
な ご り お

残惜しい。ここに来て、たくさんの観測をする間に、

ぼくは、満
まんしんそうい

身創痍になってしまった。けれども、その度に、ぼくを

支えてくれているみんなの創
そういくふう

意工夫で乗り越えて来たんだ。だから

こそ、これからもうひと仕事、岩のかけらの入っている可
かのうせい

能性の高

いカプセルを、何とかして地球で待っている科学者たちの手に送り

届
とど

けたい。

　2007 年 6 月 9 日、太陽に近づいた。今が一番暑
あつ

いときだ。地

球にいる科学者たちと連絡を取りながら、体
たいおん

温の上
じょうしょう

昇や、イオン

エンジンを吹
ふ

く向きに気を配
くば

る。みんなは、ぼくの送るデータを見

ながら、毎日、向きの微
びちょうせつ

調節を教えてくれる。ぼくがちゃんと正し

い道を進んでいるかも、こまめに計算してくれているよ。向きを変

える方法が少なくなってしまった分、来たときよりも細
こま

かいところ
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まで気を使わなければならない。でもぼくは、地球にいる科学者た

ちの送ってくれる予定表を信じて、地球へ戻
もど

る長い旅
たびじ

路を一歩、一

歩、進んで行く。高
たかむらこうたろう

村光太郎さんの詩
し

「道
どうてい

程」のように、ぼくの歩

いたあとが道になるんだ。

あかりちゃんとの共
きょうどうさぎょう

同作業
　2007 年 7 月 26 日、あかりちゃんがイトカワの写

しゃしん

真を撮
と

って

くれた。あかりちゃんは、赤
せきがいせん

外線で宇宙を見る望
ぼうえんきょう

遠鏡を積
つ

んだ、赤

外線天
てんもんえいせい

文衛星で、宇宙に浮
う

かんでいるから、地球の空気に邪
じゃま

魔さ

れずに星を見られるんだよ。地球の周りを回りながら、空一面の

写真を撮って、赤外線で見た宇宙の地
ち ず

図を作っているそうだ。イ

トカワは太
たいよう

陽の熱
ねつ

で温
あたた

まっているから、赤外線で見ると案
あんがい

外明る

いんだよ。あかりちゃんが送ってくれた写真を 3 枚重
かさ

ねて見ると、
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恒
こうせい

星の間をイトカワが走り抜けていくのが見える。恒星と比
くら

べると、

イトカワはずっと地球の近くにいるからね。あかりちゃんからイ

トカワがどんな風
ふう

に見えるかには、イトカワの大きさや形
かたち

、回
かいてん

転、

表
ひょうめん

面の状
じょうたい

態などが関
かんけい

係しているんだよ。あかりちゃんの写真と、ぼ

くが小惑星まで行って調
しら

べてきた情
じょうほう

報とをうまく組
く

み合
あ

わせて、

関
かんけいしき

係式を作れれば、あかりちゃんが撮った小惑星の写真から、い

ろいろな情
じょうほう

報が引き出せるようになる。あかりちゃんは、一人でた

くさんの小惑星を見ることができるから、効
こうりつてき

率的だよね。

帰
き か ん

還への旅
た び

。再
ふたた

び
　2007 年 7 月 28 日、イオ

ンエンジン C の点
てんか

火に成
せいこう

功し

た。ぼくは 4 台のイオンエン

ジンを持
も

っていて、その中の

B と C と D を使ってきたんだ。

けど、イオンエンジン C を使

うのは、ずいぶん久しぶりに

なる。太陽からの距
きょり

離や、体

温がちょうど良くなるのを待ってから、恐
おそ

る恐
おそ

る点火してみたんだ。

意外とすんなりついたし、調
ちょうし

子もよさそうだったので、イオンエン

ジン D を休ませて、しばらくはイオンエンジン C を使っていく。

　2007 年 10 月 18 日。ここで、いったん停
ていし

止して。という連
れんらく

絡

が来た。予定通りに進んだので、太陽から離
はな

れるしばらくの間は、

お休みになるのだそうだ。ぼくは、イオンエンジンを止めて、また、
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くるくる回りながら、太

陽の周りをゆっくりと回

ることになった。「冬
と う み ん

眠

モード」と呼ぶ人も多い

けど、ぼくは完全には寝
ね

ていない。運
うんようじかん

用時間に

は、体
たいちょう

調の報
ほうこく

告もしてい

るし、地球からの距
きょり

離や

速
そくど

度も測
はか

ってもらってい

るんだよ。

　ただ、イオンエンジンを吹
ふ

いていないし、回っているから、向き

とか軌
きどう

道がぶれにくくて、ちょっと楽
らく

、とも言えるね。

　この後、2008 年の 2 月ごろと、2009 年の 8 月ごろに遠日点

を通過した。ぼくの軌
きどう

道の中で太陽からの距
きょり

離が大きくなる時期だ。

寒
さむ

いし電
でんりょく

力がぎりぎりなので、地球に帰るのに必要な機
きかい

械の周りの

ヒーターの優
ゆうせんじゅんい

先順位を上げて、凍
こお

りつかないようにする。

　2009 年 2 月 4 日、イオンエンジンを再
さいてんか

点火した。予定通りの

力をちゃんと出し続けているか、向きは大丈夫か、何度もチェック

しながら慎
しんちょう

重に加
かそく

速を続けていく。

　2009 年 11 月 4 日、イオンエンジン D の調子が変だったので、

いったん止めて地球にいる科学者たちに報告した。イオンエンジン

の部品の一つ、中
ちゅうわき

和器が故
こしょう

障したらしい。ずいぶん長い間、使い続

けてきたからなぁ。イオンエンジン C も傷
いた

みだしている。検
けんとう

討に

検
けんとう

討を重ねた科学者たちが教えてくれたのは、イオンエンジンの
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A と B を組み合わせる方法だった。イオンエンジン A の中
ちゅうわき

和器は

新
しんぴんどうぜん

品同然なんだ。万が一のための配
はいせん

線が役に立ったんだって。

　2009 年の暮
く

れ、ぼくはイオンエンジンをいったん止めて、地球

からの距
きょり

離と速度をより正
せいかく

確に測
はか

ってもらった。そして、2010 年

1 月 1 日、再びイオンエンジンを点火し、地球帰
きかん

還への道を慎
しんちょう

重

に進み始めた。

最
さ い ご

後の試
し れ ん

練
　2010年3月27日、ぼくは

イオンエンジンを一
いったん

旦止め

た。これからは最後の軌
きどう

道

微
びちょうせつ

調 節 だ。 何 度 も 丁
ていねい

寧 に

距
きょり

離を測
はか

ってもらっては、イ

オンエンジンを吹
ふ

いて少しず

つ軌
きどう

道を変える事を繰
く

り返
かえ

す。地上の科
かがくしゃ

学者が綿
めんみつ

密に計算してくれ

た予定表に従って、丁寧に、丁寧に軌道を調
ちょうせつ

節していく。まるで

二
ににんさんきゃく

人三脚のようだ。

　2010 年 6 月 13 日、ようやく地球に戻
もど

ってきた。旅立った時と

同じ碧
あお

い惑
わくせい

星。ついに戻ってきた！ぼくの感
かんげき

激は、旅立ちの時以上

だ。

　さあ、ここからが正
しょうねんば

念場。この長い冒
ぼうけん

険の旅で手に入れた貴
きちょう

重な

イトカワの岩のかけらを、地球で待っている人たちの手に無
ぶ じ

事手
て

渡
わた

さなければならない。大事に持ってきた岩のかけらの入ったカプセ

ルを、切
き

り離
はな

し、地上に向
む

かって落とす。これがなかなか難
むずか

しい事
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なんだ。

　大
たいきけん

気圏に再
さいとつにゅう

突入する 3 時間前、ぼくは思いきってリエントリー

カプセルを切り離
はな

した。計算通りの角
かくど

度、速
そくど

度で、カプセルは地

球へと向かっていく。そして、ぼくは地球の方
ほうこう

向にカメラを向
む

け、

撮
さつえい

影を行った。写
しゃしん

真のデータを送って

いる途
とちゅう

中で、うっちーさん *19 が見えな

くなってしまったけど、肝
かんじん

心なところ

は上
う ま

手く送れたらしい。

　やがて、カプセルは大
たいきけん

気圏に突
とつにゅう

入し、

カプセルは熱
あつ

いプラズマに包
つつ

まれた。

そのプラズマを切
き

り裂
さ

くように中
ちゅうかなべ

華鍋

の形のカプセルは進む。熔
と

けないでく

れ。壊
こわ

れないでくれ。通
つうしん

信の途
と だ

絶えた

カプセルをぼくは祈
いの

るような気持ちで

見守る。やがて、ぼくも大
たいきけん

気圏に飛
と

び

込み、特
とくだい

大の流
なが

れ星
ぼし

になった。

みんな、ただいま！

　熱
あつ

い外
そとがわ

側の殻
から

をはずし、身
みがる

軽になっ

たカプセルは十
じゅうじがた

字型のパラシュートを広げ、ゆっくりとオーストラ

リアのウーメラ砂
さばく

漠に着
ちゃくりく

陸したそうだ。

　すぐに、やってきた研
けんきゅうしゃ

究者たちが上
じょうくう

空からカプセルを確
かくにん

認し、

翌
よくじつしんちょう

日慎重に回
かいしゅう

収した。どうやら、中
なかみ

身も無
ぶ じ

事だったらしい。

＊ 19）内
うちのうらうちゅうくうかんかんそくじょ

之浦宇宙空間観測所の 34m アンテナ。少しでも西にあることと、すばやい

追
ついせき

跡はうっちーさんのほうが得
とくい

意なことから、最
さいご

後の通
つうしん

信は内之浦とおこなったんだ。

撮影：杉浦枝里子
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